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は じ め に
橈骨遠位端骨折の治療は日進月歩である．そ






























検 討 項 目
X線評価として volar tilt（VT）, radial incli-




































症 例 供 覧
症例１（図－３）：８３歳，男性．卓球中に他の
プレーヤーと接触，転倒して受傷した．
























術直後 RI ２０°，UV ０mm, VT１°，術後













時 RI １６°，UV ５mm, VT －４０°であった
（図－４a）．橈骨は Synthes社製 distal radius
掌側用 plateを用いて内固定した．尺骨茎状突
起骨折の骨接合は行わなかった．
RI１６°UV５mm VT－４０° RI２６°UV２mm VT１８°
AO分類２３－C２，Fernandez 分類 type
a．受傷時 X線写真

















































側 die-punch fragments は良好に整復されて
いた．







Pogue らは cadaver study において ulnar
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